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不整脈はない。胸部に聴打診上異常所見はない・・甲状　　　爵術を施行した班，il1状腺腫は鶏卵大で凹1簡不平，周

腺腫は左葉下極に捌旨頭大のもの1コおよび右葉下極　　　囲と硬く癒蒋しているため，右悪｛！l甲状腺腫として右

にも捌願大のものをふれ，この1醐は一ll鎌Ill下1二　側繰切除を行なった。切｝除した11歌腺腫の組織学的

までおよんでいる。硬度はともに弾性硬である。　　　　　診断は灘ロイド腺腫であった。退院後の凝過は良好で
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1311－T・レジンスポ”摂取藁鰍37％である・胸部レ　・磁1∬献ない。胸11夏1旗嬬所見はない。・衣1舗繊部
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認めるが，Jli［」野には舞常所児はない。上部食道は腫瘍　　　る【，「「1状腺腫は∫隊鈴火で表面凹凸不平，塊状にふれ

により准方に繊排されているが，気管の傭位は藷明で　　　る。硬度は弾性硬ないし硬である。頸部にリンパ節は
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グラムは図4のごとく左有両藥とも種大し左葉は斑紋　　　い。肝機能IE常，甲状腺機能検・傑で｝よPI31・L8γ／詔，

状を呈しており，右嚢下極には陰影欠損を誌め，この　　　三311甲状腺摂取率24時闇値32．9％，1311－T3レジンスポ

部から1311の集積轍が縦隔内に向ってのびている。こ　　　ソジ摂取蹴29，0％で正常である。術萬の甲状腺シソ

のものは胸部レ線写真の陰影と一一・・致している．　　　　　チグラムは図7のごとくで，左側甲状腺に斑紋状の
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　乎術所．見；1968年21111『1乎術を’施行した。lll状腺　　　腺原’1馨は初期にlj：球状るご［l　hb／’、・やかてll｛li側に究起

腫は左葉の全体をしめる凹凸不平の結llilで，気管壁と　　　を川し，こ凝に左右両鰻セ1卜1成す篭㌧両磯が発31・i寸・《，

は轡に癒漕しており（図8），結節爽面の1血正管は増生が　　　とlll火部々よ発育を停1Lして｝ll；［却腺峡1’il；志胤、い05n鵡｝，1

著しいQl謀i／1甲状腺腫の疑いもあったので，気僧；堕に　　　しかしみ．右の両嘆は第・1鯉轟のL皮から，～彗～1『添とい

わずかな甲状腺組織を残して結節の別出を行なった、，　　　う説もあり，いまだ明確にさ，｝ドぐはい蕉い1凱概，異所

　肉眼所兇：刎出した結節は全体として9．5×6，5×5．5　　　性iP状腺1脚二のよう蹴胎生馴におけ峻，lll状腺原堪のド

c〃己，．叢暴：80g犠で，多数の小結節よりなる塊状甲状腺腫　　　1際〕き粥に」：りノkじ，その部位は1降桝イLσ》附誠，丹繊の

で，割面は火部分i充実1／1ミで一・部に嚢胞鮒i変惟とイ1灰化　　　筋肉中，舌ド漏」：びlil状軟i窪’のllll方；翻｛桝7）励獅蹴，気

を認める（’ン嵐17，18）。　　　　　　　　　　　　　　　響壁μ1にもみら淑2D22），さ曙評綜lll状腺厘敏がllボ1生初期

　組織学的所見：管オ潮泉腫ならびに索状腺睡の組織像　　　には心臓窟」：び大1血構；と轡摘しているの・｛1，胸内織職

を示す多数の結節の集・合体であるが，脈管ならびに被　　　で下降する∴とも‘婬｝るで．，

1嘆侵襲等：の悪性像は認めらオしない（写真i9，20）1，　　　　　　1胸内lll状腺IIIEIの分類‘，L学茜に1二。ヅ鷲滅解か黙㍑り、

　術後経過・術後経過はll痕調で，術後511目｝こおける　Sw・d23）は｝1糊両献lrl：1虚が脚1杁ILい｝ト「ノノほあイ：，

甲状腺機能髄で。よ1’1315・3γ／孤1311111状｝1泉摂1瞬｛　もの鵬1ノ川欄llいをび）他のものは胸骨トlll状蹴　1

2’i時問値28．⑪％で～駐）った。本症例は1951｛1玉に右側腺葉　　　とし，」1，ycに7＞はlll状ll泉脇の火部分か胸・肇i・納、ヒ端。1：り

切除をうけ，今回はさらに左側腺契切1徐をうけている　　　上部にあるものを胸’1謹ド甲状腺日rll，甲状腺脚の全榔か

ので，念のために術後101二陸1にll1状腺ス栖ンニング　1矧’｝栖」：端凝ゾド部｝二あ姻、のな胸内甲糊象野軽いう

を施行した所，図9のごとく術前には1311の集積を全　　　ように分類している⇔またRi鞭s鮒は嚢無1織示呼ごと

く認めなかった胸骨下に1311の集積を認め，省側頸部　　　くll旬内lll状II泉囎なかなり詳しく分類してい織隷二のう

ならびに錐fイ葉と恩われる部食乞にも瓢工の集積を紹め　　　ち胎生期に縦隔に逃人した甲状腺醸嫡が賊舞封翻形成し、

た，、この症例は術後も！1甥ljの1撹翻肋ミなく一11状腺　た場合・これな迷入i蝦㈱内111状瞭ll纏呼ん・ζ．いる

機能検査成績も11三常であるため，特別の治療を行なう　　　が，これは震れで，われわオ匙が臨床願蟹、しばしば灘

ことなく現在経過観察中であゐ。　　　　　　　　　　　遇するものは頸’：illに発生した甲状腺覇が漸次ドノ∫1ら向

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　って腫大し，胸’糾ドに潜入し圏（発育す為脚骨ドΨ状囑1

　　　　　　　　　　考按　　　　腕である．蹄ド閣犬脳酬周纈〃、鱗鵬瀞
先に述べたごとく本邦離ける胸内1獣薦の縦1箱　にある・。・・P1。t・ty1・・と腺働・瀞胸　羅・ド翻る

1鵬嗣する搬は3・7～5・7％と階されているが1）　p・・tl・1・y・・とにわ肪オ・恐」…，mi・・，，口、1嫌

2）・Bl・des4’・Dani・15’らの鮪はればそ・｝・ぞ損・8　腫が移蝋｝・富み，呼1聴鵬従っ磁階艇蓼鍬し

％9・5％とな・ており，その搬。象職都よ移　たり，ある・・鵬翫に出た・｝輸鰯鰍剛1撚
少の相違はあるが，大体10％以下である。一’方一ll状　　　睡の形をとるものである。　Riv¢窯鋤はCし川stξ蝋を甲

腺手繊伽調する胸内【「1状1纈噸麟1・・h・y①に　撒腫・・’1・分以1が胸1膿駄も嫉購粉蜘二
よると51，313例中1，0861列（21％），Joyce7）【、：よると

1、334例中173例（12，9％），D。　C。u，，y・）｝こよると15　表2　1細」押状脚　il・）5》室【1

％とかなりi騨に鮪されて、、るが，・、lp。・・のよう　　　．」墜．
に2，400例中55例（2，2％）と低率の報告もある。われネ，　　　　I　Aberrant　Mediast三na…Goitor

れ嚇に概蹴・・7・例1怖ずかに・例（・1。　π聖蹴耀te「

％）である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B，Partia1

jll状腺の発生は次のごとく考えられている。すなわ　　　　　　　　　　1・In〔e1’mi1t¢M

ち，胎生第3週で第1鯛弓と第2鰍弓との間の高さで　　　　　　　　　2’C（》nstant

・繊の正中から充実した内胚葉性の上皮細縣蘇　　　　　 a・Fi「st　D・鰭㍑

灘篇瓢灘躍鷺誓讐騎薦　　　・・羅t難灘、
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写真1．　症例1の胸部レ線写真　（術前ノ　　　　　　　写真2・　症例1の頸部レ線写真　（術前）

・織灘

瀞瓢　．

ゼ・三　　　　　　．譲

写真3　　症例1の食道透視所見　（術前）　　　　　　　写真4．　症例1の静脈造影像　（術前）
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　・嘱蓮1・・．’，　’．　　　　　難i鯉

・ジ

　・ジ1糠騰鶏’　…　　灘灘
　　　　・羅難騨唾・幽　　．　　　　灘1灘謝
　　　　誉罷i：皆・’・　・．　　　鞭灘i°
L　　　，　　　　　　　　．　　　　　　　　　　’　i

図1．　　症例1の甲状腺シンチグラム
　　　　　（術　　前）　　　　　　　　　　　　　　　図2．　症例1の手術所見

サや　　　　　　　 げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ
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畿≒，、、．　　網幽濫　　　　。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
写真7．　症例1の胸部レ線写真　（術後）　　　　　　　写真a　　症例1の頸部レ線写真　（術後）

騨壷、
無
鞍

薫
灘配

・’ DV．，

図3．　症例1の甲状腺シンチグラム
　　　　　　　　（術　後）

写真9．　症例1の食道透視所見　（術後）
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　　　　穫

騨

写真10．　症例2の胸部レ線写真　（術前）　　　　　　　写真11・　症例2の気管支造影所見

鎌鍵藩　　　　灘難
嚢藝襲藝妻嚢　　　　　　藤ii蒸iii

図4　　　症例2の甲状腺ンンチクラム　（術前）　　　　　　　　図5　症例2の手術所見
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写真12．　　症例2　の　捌　出　標　本

写真13．　症例2の組織像
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写真14，症例2の胸部レ線写真　（術後）

．・
@　一㌧．：：・滅1・∴1　∴1．…：ン，5亭・：L，・　．　　・

㌦゜
E・
堰D1蓬灘滋1・、㍉1：：灘i鞍：1．・’”　　・

．”
?f｝窒黛聯蓉浄1’㌃∵°畠3薄i韓据：こ’．・’　　°

　　　’・∵∴蝿蕪ゴ≒1斎二；i：二醤巌蔚：ゴ：．°・’　　．、

　　・・’”≧畢鐸讐更キニ1．・乳｝：燦’臓1鷹触！，・・　　’　．

　　　　㌧∵幽’”ぜ艶」：・：∴．・　図・．症例・の・状腺シンチグ・・

　　　　　　　　　・・．ジ’・．∴一・　’　　　　i　　　　　　　　（術後）

L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°ト

：　二1・：灘誉絹・い1図・驚甲状腺シンチグ・・

　　　　　　　　　　》　　・’　、　　　　　　’



第1号（1969）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　169－（169）

　　　醸羅糠　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　鷹』

繋毒幾諮饗驚欝難響欝饗鷺馨饗
驚欝霧饗．，’、，緊騨麗響

巾　　　　㌦　趨饗麺ド、弼肋　　、　『　肖　・臣

　　　、1、　　　　　芒
酬繁辮遜譜・誠．罰譜　・・　一

写真15．　症例3の頸部レ線写真　（術前）　　　　　　　写真16・　症例3の胸部レ線写真　（術前）

　　　　　　　　　，　　　甲囁「．

　　　　　　　　　サゆ
　　　　　　　　　陣　　鰺

　　　　　　　　　鮒
　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　榊　　一＿

．、、敵：：琿　　　　　露一岬一

じ。。

1　，凸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　ザ　ム　　ロ
　　　　　　　　　　　　酢　　　　　　　　　　　　　　　鴎　．煮

レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　買　　　P

工　　　　　箏　　　囁　幽　聖

：譲1

　　　　　　　／）　　翻擁禦爆〕難幾黒礁

図8．　症例3の手術所見　　　　　　　　写真17・　　　症例3　の　別　出　標　本　（表面）

　　…
鳥　　　　　　1

．　塾　　　　　E鴎冷
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＿　糠

：・・

一‘

藁二

≒
ひ

諜

．畿、、輪

難　　　1…1．i1ギ甲1汁｝｝－i∵
　　　　　　　　　　　　　、げ　　　項　　　サ　　　　　　　・，鴨　　　　　　　『零　　　ゴ

写真18．症例3の易11出標本

写真し9．症例3の組織像

写真20．症例3の組織像
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　骨下に出入するようになるが，発冑増大とともに，つ

　　　　　　　　．　　　　　　　　　．　　　　　　　　　いには縦隔より脱出日1来ない状態となる。この際，左

　　　　’　°　　．　　　・”　　　　　　n　　　側縦隔には大動脈弓が存在するために大きな甲状腺腫

　　　　　　　　　冠・．．∴’＿・　　層劇1として縦隔の欄で鞘することカミ多いという報

　　　　　，　．㌧綴・’＿！　　　働移し’が①2糠の，とく硫イ脚認めら繊いと

　　　　　　　　　　　・：騰’1．・　1離讐徽、翻霊染燃1購1㍊

　　　　　　　　　　・漁：・：だ∵　．’∴　　［1i状願の発生部齢1舐縦隔内慨倒的静く談
　　　　　　　㌧・”、∴＿「・唱：！1．測　　　　．　　　　　　　縦隔内に発生する例はまれである6）23）28）。

　　　　　　・∴　・．1ぐ・、∴　㌦’　・　　欧米の幸階によると胸内甲状腺腫の糸職像剛纈様

　　　　一漕・貿き漸’，㌧1’．1　累：！鵬膿；堺盟潔錐繍撫論

　　　　，　　㌔　　1　．＼㌧・．　．　　　　．　：　　　　性または｛幽匝性のll泉腫であったと報告している人もい

　　　　　　、　　・，へ』　ぼ．・”　，　　　　　　　　　　る。降旗ら3）の報鶯した症例は僧；状腺腫，今liわれわ

　　　　　・　・幽’週孫・．・　　2・の階し燃伽鰍1纈瑚，願脚状｝腺腫1
　　　　　・∴、’∵・∴”・・冒’・．，1　　鰐；，1綴泉繍、燕齋羨蹴懇繍1繍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合型であることから，腺内甲状腺11戴の組織像はおそら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く良性の腺腫であろうと推測される。以上のごとくわ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れわれの経験例はいづ£れも良性の甲状腺腫であった

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　が，羽田野30）の・集｝1・1・によれば胸内甲状1腺｝匝の海外報告

　　　図9，　　症鯛3の甲状ll毒1シγ塘クラノ、　　　　　　　例では94例中2例が悪性であるのに鮒して，国内報告

　　　　　　　　　　　　（術　後）　　　　　　　　　　　　例では11例中8例が悪性であったとしている。一方，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鋳倉2）の集計でもわが悶では悪性」胸内lii状）1泉腫が多い

　　が胸11腸あ姻，のな2度としているが，Dc　C｛，ur¢y　馳ことが誌められている。しかしllI状腺腫は紐織拗勺1こ

　　ら8）は腺腫の翰鳳1ぐが胸内にあるものを1i度，翰以上　　　も良憔，悪性の鑑別が困難なことがあるから，単なる

　　が胸内｛二あるもθ⊃を2度とわけているり　　　　　　　　　　舞≦計では信頼性に．乏，しいと思われる。

　　　・一ツ∫，甲状腺腫の仔誰iする位置的関係からll鰯1」1三中　　　　臨床症；伏：一・・般に胸内甲斗犬腺腫は畏期間無症｝伏に．経

　　線上｛二あるものは胸鰯11’後方叩状腺腫，ill中線より側方　　　過することが多いが，腫瘤が大きくなって来ると，気

　　に偏して鎖骨後方｛：あるものは鎖骨後方ifl状腺1日L食　　　管、食道，大1血L管等の機械的圧追症状を示すことがあ

　　道，気箇の綴方にあるものは食道後方甲状腺Hl監，気管　　　る。とぎとして頭部交感神経を1ピ週してホルネル症候

　　後方甲状腺腫、また大1丘L管の後方にあるものは血管後　　　群を，反回神経を｝王迫して捜声を示すことがあるQま

　　ノゴ甲状腺腫等とll：アばれる25），、　TakL26）は最近21卜間に　　　たまれではあるが気管内甲状腺腫の存在する場合には

　　1三術なけなりたg爆ノ｝1の胸内甲状腺1匝煮蹴｛hし，par臆しl　　lllLl炎，頑固な呼吸困萸1艦を亦すために気管：ヒ癌との鑑別

　　typeは二のうちの約7｛｝96を占めていたと報告してい　　　が必要となることがある2D23）。

　　る、、降旗ら諸）の報告した症1列はRiv¢S24）に従うと胸骨　　　　診断：迷入性縦隔内甲状｝1泉腫の診断は困難である

　　下甲状腺腫のpしLrtiaUypuに属し，かつconst三mtの　　　が，頸剖1甲状腺から発生した胸内甲状腺腫の場合には

　　sqcQnd　d賦慕r㈹に禰覧するa我々の症例1もこの型　　　必ずしも困難ではないuすなわち頸部に甲状腺ll亟をふ

　　に柵難し，症例2はCumpl¢to　tyPヒに，症例3もシ　　　れ，その下極が鎖骨下ないし胸骨下に潜入し，胸部レ

，　　ンチグラムの所見からはC【，mplete　tyl｝eに相瓢する　　線写真で上部縦隔ξ二境界鮮明な陰影が認めらオし，しか

　　ごとく労えられ職，　　　　　　　　　　　　　　　　　　も透1兄下でi燕下運動とともに移動する揚脅には一応胸

　　　胸内甲棚獅の発生す磯転とし一礁，灘闘1状腺　1桝1状腺1勲うたがうべきである・気管および食道は

　　に発生した甲状腺腫力～発育の途中で前頸llil筋肉群と気　　腫瘤によりH：三排されて轡曲するが，陰影欠批レリー

　　管との間の抵抗画賭；な通って下力にむかい諒菰じめ　フの乱れ等は認められなし・・1311甲状腺シンチグラム

　　のうちは賦プ」と吸気時び）胸腔内陰圧により，さら1こは　　は本疾患の診断にllk欠くことの出来ない重要な検査法

　　嚥下」翼動も加わって甲凝こ腺腫は胸腔入111111を1重じて胸　　　である（1われわ2tの症例31よ術後1311のスキャソニン
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グによってはじめて発見されたものて・ある、．、　　　　　　19）Tur〔，t，」．：Amer．」，　SUr理、、104：677．1962．

　三F廊『ブ了法：月旬内1・FI：次】腺［11直のう》らi頭部呼1二1犬ll泉と」虹溜塩を　　　 20）C1’ile，　G．　Jr．：Amer．　J．　Sし巳r慕．，99：9・19，玉960．

もったPar亡ial　typeの多くは前頸1’i．ilカラー状皮切に　　　21）Dぐ｝wlh噛，　E．　A：Anu，＄ur辞，156：258，1962．

より易ll出されるが21）24）26），比校1白大きオd剛ノ」1甲状腺腫　　　22）Ralld‘｝lf，　J・：New　El「1鍔1．　J．　Med．，268：・157，

に対しては，前頸部から前胸部にわ「たるT掌状皮切に　　　　　1961｝・

よって胸骨縦断をカ［1えて縦隔1を充分に臨ll．1し，直視「F　　　23）S、、・wし，　R．1｛．：SUrg．　Gyl11．｝c．川1d　Obs！、、89：

で捌出を行なう方が安黛である．6）25）31）3のQ症例1，2　　　　　57，1949．

に対してはこのような術式で紬節の易ll出を行なった、、　　　24）Rive5，　J．　D．：Alm，　Sur9．，126：797，1947．

後縦隔にあるlil状II｝il腫に対しては前頸部カラー状皮切　　　25）Gllrtis，　C．正L：J，　A，　M．　A．，96：737，193L

をこ1｝i∫｛則音［51起・1刀σ二よる1｝【411陶ぞホf’をf，fJllっ輔そ，徊苛♪随ヵ甘佑ザ竈さオi．　　　　26＞T三しla，　P．二AIln．　Chir，　Gyl】しlc，　F〔ml．！．，56：21i，

ている24）鮒32）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1967，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27）Henry，　F・E；Ann・Sur募．，1、35：79，1952，

　　　　　　　　　　　　　　　　結　語　　　　　　28）M。r。IJ．1・i．、S、u・麟．Gy，。c．、、dOi、、t，，79，

　づ1し1王1タト不：1・をこオδし・て1」三祠苛なぞ『i97ヤ∫こったli：1二【允ll泉皇夷，㌔塾、敢L　　　　　　　　　314，　19・1・1，

2，574fダlr（L　こ4）うbら｝1旬1杓ll．1二i犬［1泉ll；1範；L　4　f列（o・1を3∫36）塾ご’　　　29）Vじith，　F．｝1．：N駄・w　En鱒1．　J．　A旺uL，270：’131，

あったQ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　196・L

　’本言命『文｝・こオ〈｝し・い⊂‘よ一4『uて三」｛二幸艮雛子し．た1f刎：D　イ社1舅ミ〈　3‘グ1［　　　　3｛〕）　3月田1匿彫涜蛙：lll胸1クト5：ミrl志，　8：595，　195〔｝，
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